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 3.高崎地域
 a.額部層

 b.井戸沢贋
 C.小野層
 d.原市層

 e.板輿層
 租.浮遊性有孔虫化石群
 1.房総半島
 2.掛川地域
 3.高崎地域

 W.浮遊性有孔虫化石による帯区分
 1.Glob圭gerinateuainsueta/G}obigerino呈dessicanus頚tervalzone
 2.orbu1呈nasαturalis/Globorota簸aperipherorondaInter▽a王zone
3.GloborotahaperipheroacutaLineageZoBe
 4.Globorotaliaprae・至ohsi/Globoro皇aiiaaf£miozeaconoideaInterval
ZOne

 5.Glob触e6nanepent}les/Gioborota益asiakens圭s正且tervalzone
 6.Globoquadrinadeh呈scensl血terva1Zone
 7.Globorota玉iag圭esiotumidaLineag噂Zone
8.Globorotaliatumida/GIobigerinanepentLesIhtervalZone
 9.Gioborotaliamiozeaco簸oidealntervalZone

lo.Globorotaliatruncatu}inoides/Globorota}iainflataAssemb}age
Zone

 V、対比および時代禽命
 i.国際対比
 2.時代論

 a・下部中新統・中部中新統の境界
 b.中部中新統・上部中新統の境界
 。.中新統・鮮新統の境界
 d・鮮新統・更新統の境界

 珊.考察

 i.黒滝不整合σ)時間的間隙
 2.Gbborotaliamiozeaconoideadatumの意義
 3・上総層群び)浮遊性有孔虫化石群の垂直変化
引用文献
PLATES
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論文内容要旨

 中部藏本の房総半島・掛川地域および高崎地域に分布する上部赫生界について岩相麟序を明らか

 にし,それにもとずいて浮遊性有孔虫化石による層位学的区分を新たに行なった。その結果を要約

 すれば次のようになる。

 t中部段本に発達する上部新生界の浮遊性有孔虫化石群はt1帯に分帯される。それらは下位より

 GZo配9鵬勉αεJZα伽sμαα/Gめ玩g召7動。∫`∫essicα窺↓shtervalZoほe

 Orδ読紹3μ伽㎎あ5/α06鈎孟α磁餌吻h8π》彿ぬ1ater佃Zo位e

 Globorα如Jiα鉾価ρhεroαcμ勧LiaeageZoae

 α0わ0π)孟読α♪rα⑳んS∫/GZObO循0如磁α餌而OZεα・0π0漉σhter▽a玉ZOae

 αoわ∫9εガ㎜符θ♪ε撹hθs/Glbわoro励αsi磁πsお1αterva1Zoロe

 αobo9瓢4r伽48傭。επshter面Zone

 GめわorααZ地♪あs∫o伽m∫4αLiaeageZo皿e

 GZo607り`αZ毎孟%η1∫4α/GJo匠)恕餉勉απψ8π重んεsI【1ter▽alZone

 GZoわoγo孟αだα鵠io2θαcoπo雌oht㎝alZone

 GJobo?ro蝕Ziα孟os㏄πs釜s/Gめわ09伽4r∫παsかAI【覚er▽alzoae

 αoわ。質。オα々α伽峨。α伽」伽。躍αs/αbわ。τo如痘α∫蛎Zα如Ass㎝b∫α9εZoπε

 である。

 2Pμ1Z翻観πα属の巻き方向の風位的変化を房総半島においてみると,最下位には左巻きの緬体

 の優先する層準が存在し,それより上位において右巻きへ転移し,更にその上位で左巻に転移し,

 それより上位では右巻きを示す個体が優勢化する。これと同様の変化は,掛1"地域および銚子地域

 においても広く認められる。

 3赤道太平洋底の堆積物に関しては,古地磁気学的年代と化石層序の資料にもとづいて,届準を

 決定するのに9つの基準面が用いられた(Haysetal.,1969)。そのうち5つの浮遊性有孔虫化石

 の基準面は日本において確認される。それらは下位から上位にGあ腕g㎝勉α確壌hθsの消滅・

 磁波π毎伽αのはじめての左巻きから右巻きへ転移する層準GJoδoro云αZ∫α9η4㎎4ガ蝕0の消滅8擁αero盛

 4伽8ZZO♪Sおspかの消滅およびGJoわσro凄αZ血ま働πCα餓Z4π0`4εSの出現である。それらの基準面

 の層位的関係位置は赤道太平洋のものと完全に調和的であり,房総半島の古地磁気の記録はGilbert

 逆磁極期以降に相当することが覇明した。

 4(710みσm`α磁而。駕ασoπof4εαの消滅層準は,Gilb賦逆磁極期・Gauss正磁極用の境界付近

 を指示することが判明した、,

 5房総半島上総層群の浮遊性有孔虫化石群は,ほとんど現生腫によって構成されている。現生種の

 分布についての資料を用いて,寒冷種・中間縫・温暖腫の3群に分け,それらσ)各頻度曲線の盤直変化

 をもとにして海水温の変化を考察した。それらと古地磁気層序との関連について述べると,016u▽a圭

 亜期付近は混暖種の頻度が高く温暖期であり,Oldwa圭亜期とJarami}b亜期の間の下半部の期間に

 温暖から寒冷地への傾向を示し,Ja童am鵬。亜期の下位付近より上位の層準では温暖種の頻度は低下
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 し,全体的に中間種および寒冷瞳に占められてしまう。今圃調査した最上位の層準であるB瓢か

 ねes、正磁極期の基底の少し上位で左巻きを示すαo配g欝血α餌。知慮7mαカ;優勢にな舅かなり

 寒流の影響の強かった鷲期であるといえる。

 6鮮断続・更新統の境界は,GZobom蝕∫∫α舵πoα施」施。躍ε5の患現(Olδu▽a三亜期の最下部)

 によって,房総半島勝浦付近の大漂罵中部および掛1畦地域堀之内層最上部の中にあると判籔される。

 象た,中新統・鮮新統の境界は,Gあbo船∫α∫毎施mf4αの繊現(G三めer亀逆磁極期最下部)によっ

 て,虜総半島天津麿最上部および掛川地域相良屡下部の中にあると判断される。中部中新統・上部

 中新統の境界は,房総半島天津層上部の中にあると推定される。さらに,下部中新統・中部中新統

 び)鏡界は,0地μ∫漉αの嵐現にもとづいて高崎地域小野層最下都および房総半島天津麟下部の申に

 あると判臨される。

 巻末に,取扱った浮遊性有孔虫化石のうち55Ta訟の走査型電子顕微鏡写真を付した、
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 論文審査の結果の要旨

 浮遊性有孔虫の化石麟位学的研究は世界的に活発であるが,最近の国外における碩究の著しい展

 開に対応して,羅臼は,揖本の上部新生界の標準的発達地裁とみなされている房総半島,静岡県掛

 剛地域,ならびに群馬県高崎地域において,有孔虫群の層位的分布を究明した.

 尾頭は,まず野外調査において,岩相変化を詳細に調査し,多くの火砕岩の鍵窟を識別かつ追跡

 して層序を組立て,これにより騒位的位置の確実な試料を多数採集した。ついでこれらの試料より

 得られた有孔虫化石群の構成種の分化・繊現または消滅の履準,さらに殻σ)巻き方向の変化する屑準

 等にもとづき地層を区分し・t1の化石帯を新たに設定した。これらは太平洋沿岸の諸地域にも広

 く分布し,国際対比上も信頼性の高い基準となると考えられる。

 浮遊性有孔虫には,同一騒群に属しながら年代とともに殻の巻き方向の変る種類がある.本研究

 では,そのうちP膨伽づσ∫勉α属の方向変化の層準を明らかにして,上述の化石帯区分をより精細

 化し,精密対比を行なうのに成功している。またβ本と赤道太平洋地域との共通隠の出現・消滅に

 もとづいて,虜総半島の古地磁気層序を検討し,これらの古生物的現象と物理的現象との層位的関

 係が両地域でよく調和していることを明らかにした。そしてこれによりα0δ㏄0如Z勿観めZ8α

 ooπo昭εαの消滅の層準が対比基準面となりうることを指摘した.

 房総半島に発達する上総圏群の有孔虫群を,現生種羅の地理的分布様式にもとづいて寒冷・中間

 温暖の3種鮮にわけ,それらの産出頻度組成の届位的変化を求めて,上総層群堆積時の古水渥変化

 を推定した。

 本論文ではさらに睡の層位的分布を世界的に調査し,新生界の模式地である地中海地域におけ

 るそれらの産出層準を吟味している。その結果,更新統,鮮新統および上・中・下部中新統と境界

 と有孔璽化石の出現・消滅の層準との関係が明らかにされ,これにもとづき調査地域の上部新生鼻

 の時代が決定されている。

 以.ヒの研究は,環太平洋区の新生界の基準的発達地域のひとつである日本列島における浮遊性有

 孔虫化石帯区分の確立により,太平洋地域全般の地史解明のための基本的尺度を提供したものであ

 り,また古気候復元のための重要資料をもたらしたもので,地質学・古生物学の発展に寄与すると

 ころ大である。よって毘瞬太良提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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